
第７０回丸亀市体育協会長杯争奪卓球大会にあたっての安全対策ガイドライン 

 
1． 大会を開催するにあたって 

 大会の開催にさいしては、選手を中心とした関係者全員の安全・安心を最優先し十

分な感染症対策行う。ただ全国や県内の状況に応じて、大会中止を決定する場合があ

る。 
(1) 参加する選手。監督（外部指導者を含む）健康状態申告書を当日記載し代表者が

提出してください。 
(2) 参加を強要することがないよう配慮する。 
(3) 発熱等の症状がみられる選手がいた場合その選手の出場は認めない。 

大会中に関しても代表者は選手の健康観察をし、仮に発熱等が見られた場合は速

やかに帰宅すること。 

 
２． 大会中の具体的な感染症対策 

（１）無観客試合とするが状況に応じて入場制限して行う。 
   （２）健康状態申告書は当日記載場所を設けます。 
   （３）受付はチーム毎に行い、健康状態報告書もまとめて提出する・   

（４）会場において、手洗いや咳エチッケト（マスク着用）などの基本 
   的感染症対策を徹底する。 
（５）会場出入り口には消毒液を設置し、トイレには石鹸を準備する。 
（６）参加者の手が触れる場所を定期的にアルコール消毒をする。 
（７）観覧関は蜜を避けるため、１席以上空けて着席する 
（８）試合のコールがあるまでは、必要以上の移動はしない。 
（９）定期的に換気をおこなう。 
（１０）更衣室の利用については短時間・少人数で利用する。 
（１１）開閉式は行わない。 

 
３． 試合中の具体的な感染症対策 
   （１）各台に１個アルコール消毒を準備し、選手及び審判は試合前後に 
      手指消毒を行う。 
   （２）選手同士及び選手と審判の握手は行わない 
   （３）審判はマスク着用  
   （４）台上の汗を拭くときは専用のペーパーを使用。 
   （５）応援はマスク着用で拍手のみ、アドバイスは距離を取り行う。 
   （６）タオル、飲料は共有しない。 
4．会場に入場できるのは選手 指導者 （アドバイザーは各チーム 
                        男女２名以内） 
  小学生は選手１名につき１名の保護者の入場が可能です。 

 
５. 香川県在住の方に限らせて頂きます。 


